
 

行
方
地
域
の
農
業
を
永
続
的
に

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
の

特
徴
を
活
か
し
た
担
い
手
を
育
成

す
る
こ
と
が
重
要
な
取
り
組
み
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

二
月
七
日
に
、
行
方
市
の
レ
イ
ク

エ
コ
ー
で
、
地
域
農
業
の
担
い
手

確
保
・
育
成
を
テ
ー
マ
に
行
方
地

域
農
業
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
管
内
生
産

者
や
関
係
機
関
約
一
八
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
や
さ
と
菜

苑
株
式
会
社
の
高
橋
代
表
取
締
役

を
講
師
に
招
き
、「
や
さ
と
地
区
の

農
業
の
永
続
性
」
と
題
し
て
、
や

さ
と
地
区
に
お
け
る
担
い
手
確

保
・
育
成
に
係
る
活
動
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

行
方
市
の
小
城
氏
と
潮
来
市
の
今

泉
氏
か
ら
新
規
就
農
に
関
す
る
体

験
談
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

地
域
と
し
て
担
い
手
を
確

保
・
育
成
す
る
取
り
組
み
の
重
要

性
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
支

援
に
当
た
っ
て
は
、
就
農
希
望
者

の
意
向
を
踏
ま
え
、
地
域
と
関
係

機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か

し
、
協
調
的
に
取
り
組
む
必
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。 

 

【
農
業
学
園
】 

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
、

新
規
就
農
者
や
就
農
間
も
な
い
農

業
者
を
対
象
に
農
業
学
園
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
学
園
で
は
、
農
業

に
関
す
る
基
礎
的
知
識
や
先
進
事

例
、
経
営
管
理
な
ど
を
学
び
な
が

ら
、
将
来
の
地
域
農
業
を
背
負
う

仲
間
と
知
り
合
う
き
っ
か
け
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
病
害
虫
・
農
薬
・

土
づ
く
り
・
農
業
機
械
・
農
業
簿

記
な
ど
、
各
経
営
に
共
通
す
る
講

座
の
ほ
か
、
鉾
田
・
土
浦
地
域
と

合
同
で
品
目
別
講
座
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
研
修
を
行
い
、
他
地
域
の

農
業
者
と
交
流
す
る
機
会
も
設
け

て
い
ま
す
。 

次
年
度
も
開
催
予
定
で
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
】 

ミ
ラ
ク
ル
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
は
、
農

業
学
園
で
知
り
合
っ
た
二
十
歳
前

半
の
仲
間
で
、
平
成
二
七
年
六
月

に
結
成
し
ま
し
た
。
六
名
の
ク
ラ

ブ
員
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
た
仲

間
づ
く
り
や
個
々
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

に
取
り
組
み
、
お
互
い
の
圃
場
を

見
回
る
勉
強
会
を
行
う
な
ど
技
術

の
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
根
田
翼
さ
ん
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
と
し
て
、
遮
光

資
材
の
有
無
や
か
ん
水
量
の
違
い

が
ト
マ
ト
の
裂
果
発
生
に
及
ぼ
す

効
果
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

取
り
組
み
結
果
を
「
大
玉
ト
マ
ト

の
裂
果
対
策
」
と
し
て
と
り
ま
と

め
、
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
茨

城
県
農
村
青
少
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
績
発
表
会
で
発
表
し
、
優
良
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。 
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地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
、
平
成
二
八
年
度
に
新
規
認

定
さ
れ
た
内
山
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

 

青
年
農
業
士 

内
山 

研
一
さ
ん 

（
行
方
市
麻
生
） 

 

内
山
さ
ん
は
、
行
方
市
の
麻
生

地
区
で
、
カ
ン
シ
ョ
を
主
体
と
す

る
露
地
野
菜
と
水
稲
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
を
営
ん
で
い
ま
す
。

八
年
前
に
就
農
し
、
味
を
重
視
し

た
カ
ン
シ
ョ
の
安
定
生
産
や
周
年

出
荷
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

現
在
は
、
Ｊ
Ａ
の
甘
藷
青
年
部

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ（
チ

ー
ム
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
）」に
所
属
し
、

カ
ン
シ
ョ
の
更
な
る
高
品
質
化
や

生
産
技
術
の
向
上
等
に
励
ん
で
い

ま
す
。 

ま
た
、
中
級
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の

資
格
を
活
か
し
、
消
費
者
へ
の
産

地
Ｐ
Ｒ
や
理
解
促
進
な
ど
、
地
域

農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
活
動
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

  

高
密
度
播
種
育
苗
（
密
苗
・
密

播
）
と
は
、
苗
箱
一
箱
あ
た
り
の

播
種
量
を
増
や
す
こ
と
で
、
一
〇

ａ
あ
た
り
の
苗
箱
数
を
減
ら
す
省

力
・
低
コ
ス
ト
技
術
で
す
。 

慣
行
栽
培
で
は
乾
籾
播
種
量

一
〇
〇
～
一
五
〇
ｇ
の
と
こ
ろ
、

高
密
度
播
種
育
苗
で
は
二
五
〇
～

三
〇
〇
ｇ
に
増
や
す
こ
と
で
、
一

〇
ａ
あ
た
り
の
苗
箱
数
を
一
〇
枚

以
下
に
減
ら
し
ま
す
。
苗
箱
数
が

減
る
の
で
、
播
種
や
苗
運
び
等
の

作
業
時
間
や
培
土
等
の
育
苗
資
材

費
を
削
減
で
き
ま
す
。 

 

一
箱
あ
た
り
の
播
種
量
が
多
く
、

育
苗
期
間
が
二
～
三
週
間
と
短
い

の
で
、
高
温
時
の
ム
レ
や
後
半
の

か
ん
水
量
等
、
育
苗
管
理
に
は
注

意
が
必
要
で
す
が
、
移
植
後
の
栽

培
管
理
は
慣
行
栽
培
と
変
わ
ら
な

い
の
で
、
取
り
組
み
や
す
い
技
術

で
す
。 

 

平
成
二
八
年
度
は
行
方
地
域
の

二
か
所
で
実
証
試
験
を
実
施
し
、

慣
行
栽
培
と
同
等
の
収
量
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
技
術
の
詳
細
や
実
際

に
取
り
組
み
た
い
方
は
、
普
及
セ

ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

  

行
方
地
域
の
女
性
農
業
士
で
組

織
す
る
ポ
プ
リ
の
会
は
、
地
域
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
供
達
に
伝

え
る
た
め
に
、
食
農
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

十
二
月
二
日
と
二
十
日
に
は
、

麻
生
東
小
学
校
の
一
年
生
と
二
年

生
を
対
象
に
、
児
童
が
収
穫
し
た

カ
ン
シ
ョ
を
使
っ
た
料
理
教
室
を

行
い
ま
し

た
。
カ
ン

シ
ョ
を
蒸

し
て
い
る

間
に
、
女

性
農
業
士

か
ら
カ
ン
シ
ョ
の
品
種
の
違
い
や

栽
培
の
仕
方
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

二
十
一
日
は
、
麻
生
幼
稚
園
児

を
酪
農
体
験
と
し
て
牛
舎
に
招
き
、

エ
サ
や
り
体
験
や
バ
タ
ー
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
園
児
は
、
普
段
接

す
る
こ
と
が

少
な
い
動
物

と
間
近
に
触

れ
合
い
、
心

に
残
る
一
日

に
な
っ
た
よ

う
で
す
。 

 
 

 

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
適
切
な
農
業
の
行
い
、

農
業
生
産
工
程
管
理
）
と
は
、
農

業
者
の
経
済
的
な
利
益
を
確
保
し

な
が
ら
「
持
続
可
能
な
」
農
業
を

行
う
た
め
に
、
日
頃
の
作
業
の
中

で
汚
染
や
事
故
を
引
き
起
こ
す
危

険
性
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
く
取

組
で
す
。現
在
、行
方
地
域
で
は
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
活
用
し
た

自
己
点
検
に
よ
る
取
組
が
各
産
地

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
基
本
は
、
①
食
品
の

安
全
を
守
る
こ
と
、
②
環
境
に
配

慮
す
る
こ
と
、
③
労
働
者
の
安
全

を
守
る
こ
と
、
の
三
つ
で
す
。
こ

の
た
め
、
農
薬
や
肥
料
、
燃
料
、

廃
棄
物
等
を
適
切
に
保
管
管
理
す

る
こ
と
や
、
作
業
・
出
荷
等
の
各

種
記
録
を
残
す
こ
と
等
が
取
組
で

は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
パ
ラ

に
向
け
て
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得

が
加
速
す
る
と
見
込
ま
れ
、
国
で

は
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。 

 

農
場
の
ど
こ
に
危
険
や
汚
染
源

が
あ
る
か
、
何
を
改
善
し
て
い
く

べ
き
か
等
お
悩
み
の
方
は
、
普
及

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

 

【土
壌
く
ん
蒸
剤
使
用
時
の
注
意
】 

①
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使

用
基
準
の
ほ
か
、
被
覆
に
関
す
る

注
意
事
項
も
確
認
し
、
必
ず
守
り

ま
し
ょ
う
。
②
住
宅
地
や
人
の
多

い
場
所
が
近
接
し
た
圃
場
で
は
使

用
を
控
え
、
や
む
を
得
ず
使
用
す

る
場
合
は
、
土
壌
処
理
の
予
定
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

③
処
理
後
は
、
速
や
か
に
土
壌
表

面
を
厚
手
の
シ
ー
ト
等
で
被
覆
し

ま
し
ょ
う
。
安
全
確
保
＋
効
果
確

保
の
た
め
に
も
完
全
に
密
閉
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。④
処
理
時
は
、

防
護
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
等
の
保

護
具
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

薬
剤
の
漏
れ
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

⑤
空
容
器
は
、
残
液
・
残
臭
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
適
切
に
廃
棄

し
ま
し
ょ
う
。 

【記
帳
を
し
ま
し
ょ
う
】 

 

農
薬
を
使
用
し
た
ら
必
ず
記
帳

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
農
薬
取
締

法
で
使
用
者
の
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ほ
場
ご
と
に
、
農
薬
を
使

っ
た
日
時
、
農
作
物
名
、
農
薬
名
、

希
釈
倍
数
、
使
用
量
を
記
帳
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

女
性
農
業
士
の
活
動
紹
介 

普 及 だ よ り 

～農業機械の盗難に気をつけましょう・農作業事故防止につとめましょう～ 

平
成
二
八
年
度
認
定 

茨
城
県
青
年
農
業
士
の
紹
介 

 

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う 

 

農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て 

水
稲
の
高
密
度
播
種
育
苗
技
術 


